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令和４年７月１５日 

 

                   地方独立行政法人山梨県立病院機構 

                         理事長 小俣 政男 

 

令和３年度の決算と今後の取り組み 

 

 令和３年度の決算が整いましたので、決算の状況及び今後の取り組みについ

てご報告いたします。 

 

Ａ）決算の状況 

   令和３年度決算 

 コロナ発生以来、現在（R4.6.30時点）まで累計６９９名の患者を受

け入れて参りましたが、全職員一致団結し、種々の対策（後述記載）

により、外来・病棟一日の休止もなく、医療を遂行して参りました。 

    令和３年度は、第３期中期計画期間の２年目でありますが、計画と 

比較して、経常利益は１４億円増の２３億４，０００万円、純利益は 

１３億円増の２２億１，０００万円となりました。 

その結果、経常利益、純利益ともに法人化後１２年間で最高益とな

りました。 

 

Ｂ）病院の現状と展望 

① 病院機能の充実・強化 

      中央病院では、平成３１年４月に山梨県内唯一の高度救命救急センタ

ーの指定を受け、広範囲熱傷、指肢切断、急性中毒等、より高度で専門

的な救急医療を提供できる体制を整備しました。 

   また、正確な診断と迅速な治療による救命率の向上を図るとともに、

患者の負担を軽減するため、３Ｒ（Walk-in Operating Room (日帰り手

術室) 、ＨＥＯＲ（Hybrid Emergency Operating Room)及びＨＯＲ（Hybrid 

Operating Room) ）の整備に着手しました。 

   ３Ｒ整備に当たり、設置スペースを確保するため、中央病院本館東側

の増築工事（３５７．９４㎡増）を行い、本年７月中の完成を予定して
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おります。 

   また、令和３年度は、導入から１６年以上経過したＣＴ、ＭＲＩの更

新手続きを行うとともに、ＣＴを１台増設することとしました。これら

機器は、本年７月１日から保険診療を開始しております。今後とも、計

画的に病院機能の充実・強化に努めて参ります。 

 

② 先進医療への取り組み 

  中央病院では平成２８年３月に低侵襲手術支援ロボット da Vinci Xi

を導入し、手術件数は前年度比１．５％増の３３５件となりました。ま

た、対象手術を年々拡大し、令和３年度から大腸がんを追加したところ

です。da Vinci Xi で手術することにより、従来の手術と比較して患者

さんの身体への負担が少なく、入院期間も短縮されております。 

  今後も独立行政法人制度の特性を活かし、高度で専門的な医療を提供

して参ります。 

 

③  県立北病院における精神科救急、児童思春期精神科、重症通院患者へ

の医療の充実 

 北病院では、平成２７年度から本格的に県の精神科救急医療体制の

２４時間化に対応し、常時対応型病院として、救急患者を受け入れ、

治療を行うとともに、平成３１年４月に訪問看護ステーションを開設

し、退院後、地域で生活する重症通院患者さんに対して継続的に支援

を行っております。  

今後も、地域の精神科救急、児童思春期精神科、重症通院患者、依

存症患者等への医療の充実を図っていきます。 

 

④ 地域に根差した医療従事者の育成 

   令和４年度も２２名の初期臨床研修医を採用し、初期臨床研修医  

４２名、専攻医４４名 計８６名の若手医師が在籍しています。これ

は、当院の全医師２３８名の３６％となります。 

これら若手医師の教育は、将来にわたって山梨県の医療の質的及び量

的な基盤になると考え、当機構に在籍する高度な知識と技術を有する医

師の指導のもと日々の研鑽を積んでおります。 

また、本年度から、中央病院において看護師の特定行為研修を開始す

るため準備を進め、令和４年２月末に厚生労働省から指定研修機関の申
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請認可を受けました。令和４年度は中央病院看護師７名が受講しており

ます。 

今後も、山梨県の地域医療を支えるため、多くの医療従事者を育成で

きる教育環境の整備を図って参ります。 

 

⑤ より親切、信頼される病院を目指して 

  外来窓口の直営化や採血採尿自動受付機の導入による待ち時間の短縮

に努めた結果、会計平均待ち時間は、前年度に比べて１１．６分減の 

１１．２分と大きく改善されました。 

また、マイナンバーカードによるオンライン資格確認システムの運用

開始、電子版かかりつけ連携手帳への対応、重度心身障碍者医療費窓口

無料化の実証実験など、山梨県と連携して患者サービスの向上に努めま

した。 

  

 ⑥ 退院後も見据えた患者支援 

患者さんの早期退院及びＱＯＬ改善を図るため、リハビリテーショ

ンスタッフを増員し（Ｒ２：１７名 Ｒ３：２２名 Ｒ４：２７名）、

土曜日及び祝日におけるリハビリテーションの通年実施や心大血管疾

患リハビリテーションを開始するとともに、フレイル予防・改善のた

めの実態調査を行いました。 

また、退院後も患者が安心して在宅で療養できるよう地域の訪問看

護ステーション等と連携した退院後訪問を開始いたしました。今後も、

県民の健康の確保と増進に寄与することを目指して、職員一丸となっ

て日々努めて参ります。 

 

  ⑦ 基幹災害拠点病院としての使命を果たすために 

山梨県唯一の基幹災害拠点病院として、災害時の初動活動等を強化

するため、令和４年４月から災害対策センターを設置しました。 

 また、災害時における重症患者の適切な医療を提供するため、洪水

対策（止水板及びコンクリート壁設置工事）を行いました。 
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Ｃ）新型コロナウイルス感染症への取組 

    新型コロナウイルス感染症については、患者さんの健康・生命・生活

を守り、一人の職員も大きな健康被害を被ることなく、当院の医療の使

命を堅持しながらコロナ撲滅に邁進することを理念として、医師・看護

師・コメディカル・事務が一丸となって取り組みました。 

    詳細については、別紙資料をご参照ください。 

 

  県立中央病院及び県立北病院は、県の基幹病院として、先進医療を取

り入れながら、職員一同“早くきれいに治す”を合言葉に、患者さんが

一日も早く元気な姿でご家族の元にお帰りになれるよう取り組んで参る

所存です。 

 

今後ともご支援のほどお願い申し上げます。 

 


